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高齢者のＩＣＴ活用について
富士通（研究所）の取組ご紹介
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ＩＣＴ超高齢化社会構想会議ＷＧ



自己紹介（経歴）

そもそもの専門はパターン認識（手書き文字）。手書き応
用からヒューマン・インタフェース、ユーザビリティ、人間中
心設計に展開し、現在はデザインの対象を「持続可能な社
会システムとそこでのＩＣＴの役割」として活動中

手書き文字
認識技術

ヒューマン
インタフェース

ユーザビリティ
人間中心設計

コンシューマ商品
ＰＣ、携帯

業務ｼｽﾃﾑ
ﾌｨｰﾙﾄﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

手書入力 教育応用 二画面携帯UI ﾌｨｰﾙﾄﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

持続可能な
社会システム
とＩＣＴの役割

持続可能な地域農業
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高齢者ICT活用にむけて

富士通株式会社の取組み
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らくらくホン らくらくスマホ らくらくＰＣ アクセシビリティ指針



シニア層にターゲットを絞り込み、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）の
考え方をいち早く携帯電話に取り込んで開発
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らくらくホン （開発アプローチ）

加齢に伴う身体機能の低下（労働科学研究所）
お客様のニーズ調査結果（４５才以上）
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らくらくホン （視力、聴力への配慮）

視力 視力

聴力

聴力
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らくらくホン （運動能力、記憶力・学習能力）
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らくらくホン （健康支援、その他）
健康健康

障がい者



ＵＤ技術、ＩＣＴを活用し、シニアが使いやすい形で
「新しい価値、感動、喜び」を与えるスマートフォン
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らくらくスマホ

プロダクト
使いこなせる喜び

サービス
人や社会とのつながり



ＵＤのアプローチをシニア向けスマートフォン開発に適用。ハード・
ソフト・サービスまで含めたトータルなシニア向け対応を実施
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らくらくスマホ

スマートフォンが抱える課題



ボタン感覚で押せる「らくらくタッチパネル」
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らくらくスマホ （ハードの工夫）

シニアタッチ操作の課題



らくらくホンのように使えるＵＩと、簡単に楽しく使える新タッチＵＩの二
つのＵＩを提供
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らくらくスマホ （ユーザインタフェース）

スマートフォンのユーザーインタフェースの課題 シニアのことを考え抜いた使いやすい2つのＵＩ
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ヒューマンセントリックエンジン Advance



シニアのネットコミュニケーションを促す「らくらくコミュニティ」
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らくらくスマホン （コミュニティ・サービス）

コミュニティがもたらす効果

シニアのネットコミュニティ利用の阻害要因 らくらくコミュニティ



らくらくスマートフォン専用のｄメニューからかんたんアクセス、シニ
アのニーズに沿ったテーマをはじめから用意！
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らくらくコミュニティ

らくらくコミュニティなら投稿も安心 らくらくコミュニティなら閲覧も安心

らくらくコミュニティなら登録も簡単



シニア層にターゲットを絞り、「かんたん」、「使いやすい」、「あんし
ん」の工夫を盛り込んだパソコン
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らくらくパソコン

かんたん 使いやすい あんしん

ほかに、らくらく操作パネル、タッチ文字
入力、簡単検索など

らくらくメニュー らくらくキーボード

ほかに、はじめてマウス、ローマ字入力表・
つないでほシート、ワンタッチボタンなど

•専用電話相談窓口
（１年間無料）

•リモートサポート
（通話料無料）

•専用マニュアル/HP
•らくらく訪問サービ
ス



らくらくホンやらくらくスマートフォンから、歩数・活動量／撮影した
データをかんたんに取り込み
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らくらくパソコン（らくらくホン、スマホとの連携）

らくらくホン

らくらくスマホ

らくらくパソコン



富士通ウェブアクセシビリティ指針
 身体に障害のある方や高齢者も含む様々な方がインターネッ

トホームページを利用し易くなるように、ホームページ制作側
が配慮すべきアクセシビリティの観点を当社が策定したもの。
第2.0版でJIS X 8341-3との親和性を図る。他企業や団体な
どでの活用できるように公開中

富士通アクセシビリティ・アシスタンス

 視覚障がい者や色覚障がい者のアクセシビリティを高めるた
めの診断ソフトウェアツール群。ホームページ作成者やデザ
イナーに向けて無償ダウンロードにて提供中

1. WebInspector
• ウェブサイトのアクセシビリティを診断するソフトウェア

2. ColorSelector
• 背景色と文字色の見やすさを判定するソフトウェア

3. ColorDoctor
• ディスプレイ上の表示内容を、グレースケールや各色覚

特性に応じてシミュレート表示するソフトウェア
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富士通ウェブ・アクセシビリティ指針

http://jp.fujitsu.com/accessibility/

ColorDoctor 2.1の表示例



高齢者ICT活用にむけて

富士通研究所の取組み
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子ぐまロボット
振り込め詐欺
誘因通話検知

社会参画支援
（人間中心設計）
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子ぐまロボット （共感的インタラクション端末）

人とICTサービスのより親密な関係を目指す「人に優しい端末」

あたかも生きているかのような擬人的動作や豊かな感情表現の表出

ユーザとのアイコンタクトや模倣などの親和的なインタラクション

単なる情報伝達でなく、情緒的付加価値を付けた共感的な情報提供

◆顔：３自由度
・耳折りたたみ（左右連動）
・まぶた開閉（左右連動）
・口開閉

◆首：３自由度
・うなずき、首振り、首かしげ

◆身体：６自由度
・肩関節２自由度×両肩
・股関節１自由度×両足

・小型カメラ （鼻に搭載）

・皮膚タッチセンサ（13ヶ所）

・腕にぎりセンサ（両手）

・傾斜センサ（内蔵）

・マイク、スピーカ（内蔵）

モーション：12自由度 センシング、音声

子ぐま型ソーシャルロボット

落ち込んでいる

喜んでいる

豊かな感情表現

- HAIシンポジウム2010 Impressive Experience Award
- CEATEC 2010 Innovation Awards Finalist

等、国内外の学会、展示会で、国籍・人種・年齢・性別を問わず、生物感、愛着感が高く評価されている



子ぐまロボット：これまでの評価状況【高齢者応用】

デイサービスでの活用トライアル

認知症高齢者とのふれあい実験

あたかも幼児を相手にしているかのような反応、自然な笑顔、感情共有

⇒ 日常的なふれあいによる癒しや活性化に寄与の可能性

デイサービスでの活用

高齢者の送迎、余暇時間のふれあい、体操レクなどに応用

利用者全体が普段よりにこやか、普段あまり表情のない人も自然な笑顔に

普段あまり体操しない人が積極的に体操に参加 （体操レク支援、写真e）

認知症高齢者との対面ふれあい
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振り込め詐欺誘引通話の検出
過信状態推定とキーワード検出の統合

被疑者発声 被害者発声

キーワードの検出 過信状態の推定

統合（重み付け加算） ⇒ 判定

検出したｷｰﾜｰﾄﾞ数 過信状態らしさ

借金をしてしまって・・・

被害者

え、・・・

親族など、関係者に通知

被疑者

振り込め詐欺誘引通話検出

会話音声

連絡など、
サポート

過信状態推定

 強いストレスによって入力に

対する考察能力の低下した

状態を、声の調子から推定

声の高さ

声の大きさ

声の高さ

【通常状態】 【過信状態】

特徴例: 高域成分の平坦さが変化

声の大きさ

独立行政法人科学技術振興機構から受託（名古屋大学様と共同研究） 岡山県で実証実験中



高齢者ICT活用にむけて

人間中心設計からのプローチ
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２００８年の「らくらくＰＣ」の企画に、文字入力と人間中心
設計の観点で関わり始める
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高齢者に向けた取組み（これまで）

タッチ文字入力

ペルソナ法によるサービス設計

キーボードの不得手な
シニア用文字入力
• ５０音配列指タッチ
• 手書き文字認識
• 予測変換

シニアＰＣユーザの調査
アンケートおよび高齢者向けＰＣ教室の
先生・受講生を対象とした調査

ペルソナ
シニア特性

シニア向け
ユーザビリティ
チェックリスト

ユーザセグメント サービス案 サービスコンセプト 商品



現在の取組み
人間中心設計・参加型設計による「持続可能な社会シス

テムとそこでのＩＣＴの使い方」をデザインする

複合的な社会課題

まち活性化少子高齢化 産業再生

持続可能な社会

解決施策
の評価

問題状況の
理解と共感

ビジョンと
施策検討

場づくり

人々が主体的に関わり合うための
価値循環モデルと社会システム
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まちばた.net
まち記者養成講座

インタビュー手法
現場観察
心理的幸福度指標

社会シミュレーション
都市評価指標

参加型設計
デザイン思考

ペルソナＷＳ



基本的な考え方
持続可能な社会の実現には、ＩＣＴによる効率化や最適

化だけではなく、高齢者の社会参画を含む「新しい共助」
を実現することが必要

公助自助

共助

現状の
社会システム

低所得者には
負担に

財政逼迫

コミュニティ喪失

公助自助

共助

目指すべき
社会システム

共助を廻す
仕組み

シニア、多世代市民の参画

住民参加型ＳＣ
（インフラ、サービス）

強い地域コミュニティ＋ ＝
支える

強化する

持続可能で安心・
安全な地域社会
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個人の利便性向上だけでなく、「強い地域コミュニティ」の
実現をＩＣＴ活用の目的に



住民参加型スマートコミュニティ
ＩＣＴを活用した新しい地域（自治体・企業・ＮＰＯ・住民）の
関わり合いを創り、少子高齢化に対応した、豊かで持続可
能な社会を実現する

ポイントは高齢者の社会参画

それをＩＣＴでいかに支えるか？
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ＩＣＴを活用した住民参画（イメージ）
ＩＣＴを活用した新しい共助（関わり合い、助け合い）によ

る社会コストの削減と地域コミュニティ強化
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①平常時の「農業ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ、
地域見回り」

②地域救急ﾎﾞﾗﾝﾝﾃｨｱ

大雨時の「防災」



現在のフォーカス領域
高齢者を、コストではなく地域活動のエンジンにすること

で、経済原理だけでは廻らない社会システムをまわし、社
会補償費を低減する

健康 良

健康 悪

社会参画
高

社会参画
低

医療・介護

就労支援

交通・移動支援

高齢者
社会参画支援
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健康
支援



特定の地域・自治体に拠らない、まちづくり活動の支援サイト
 まちづくりや生涯学習活動を、簡易Webページに自由に登録できる無料広報サービス

 草の根のまちづくり・地域貢献活動を当社員や「まち記者」が取材し、「まちばたレポー
ト」を掲載

 「ソーシャルカード」で、団体の想いや活動内容を共有
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取組み事例 まちばた.net

＜ソーシャルカード＞

私たちの目標

強み チャレンジ 困っていること

今の私たちエネルギー源

http://machibata.net
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ボランティア記者養成講座
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地域と富士通が協働で、地域住民によるボランティア
記者を養成→まちばた.netに取材記事を登録

・自身の興味のある身近なまちづくり活動を取材

・取材活動を通じて、地域や地域での活動を知り、様々な人脈ができる

記者名詞

＜実施効果＞
閉じこもりだった方の地域参加
 アウトプットを活かせる活動が、達成感に繋がる
 「記者」という肩書が人とのコンタクトを容易に
地域に根ざす活動になりやすい
 他の組織（CATVなど）との連携活動へ繋がる



社会の心理的な豊かさ指標

富士通研で開発した「心理的・主観的な社会の豊かさ」を
計る指標 QOS(Quality of Society)
 QOSに関係しそうな１０４項目の全国老若男女１３９２名

に対するアンケート調査結果から、心理学・統計学の技

法に基づき、項目を分類・厳選→５つの指標と５５の質

問項目で構成

指標と質問項目例

活用例（Ａ自治会）
参考）八木：「QOS（Quality of Society）を評価する心理尺
度の開発」、多文化関係学会第１０回年次大会
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高齢者のＩＣＴ活用には、「ＵＩ面での工夫」に加えて、活用
するための「動機づくり」と「安心感を与える仕組み作り」
が重要
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高齢者のＩＣＴ活用に向けて

動機 安心 ＵＩ

• 失敗しても大丈夫
• 人に迷惑を掛けな
い

• 恥をかかない
• トラブルに巻き込ま
れない

• 身体的・認知的・心
理的特性に配慮

• 簡単操作・文脈理解
• 一人で使う→一緒
に使う

• ビジネス（必要）
• パーソナル（便利・
面白い）

• コミュニティ（生き
がい・やりがい・き
そいあい）



現状： 個人情報保護規定など、長い同意文章を読んで
承認する事が必要（実態は何も読まずに承認するケース
が大半？ 高齢者は怖くてクリックできない？）

↓
今後： 個人情報保護規定など、長い条文を読まなくても、

高齢者に簡単に内容や条件がわかるようにできないか？
（お墨付き＆業界標準のグラフィック・パターン化、など）
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最後に： 安心を担保する仕組み（ひとつの提言）
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